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（19）　法例新規定第二八条第三項について

　
一
九
八
九
年
に
改
正
さ
れ
た
法
例
第
二
八
条
の
第
三
項
は
、

次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

　
「
当
事
老
ガ
地
方
二
依
リ
法
律
ヲ
異
ニ
ス
ル
国
ノ
国
籍
ヲ
有

ス
ル
ト
キ
ハ
其
国
ノ
規
則
二
従
ヒ
指
定
セ
ラ
ル
ル
法
律
若
シ
其

規
則
ナ
キ
ト
キ
ハ
当
事
者
二
最
モ
密
接
ナ
ル
関
係
ア
ル
地
方
ノ

法
律
ヲ
当
事
者
ノ
本
国
法
ト
ス
ル
」

　
本
項
は
、
法
例
の
旧
規
定
第
二
七
条
第
三
項
が
「
地
方
二
依

リ
法
律
ヲ
異
ニ
ス
ル
国
ノ
人
民
二
付
テ
ハ
其
者
ノ
属
ス
ル
地
方

ノ
法
律
二
依
ル
」
と
規
定
し
て
い
た
の
を
改
正
し
た
も
の
で
あ

る
。
両
者
の
規
定
の
仕
方
の
相
違
か
ら
も
明
白
な
通
り
、
今
回

改
正
の
趣
旨
は
以
下
の
処
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
一
）
旧
規

定
は
い
わ
ゆ
る
直
接
指
定
方
式
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
ど
解
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

た
上
で
、
こ
れ
を
間
接
指
定
方
式
に
改
め
る
。

　
（
二
）
本
国
に
当
面
の
問
題
に
関
す
る
「
其
国
ノ
規
則
」
の
な

い
場
合
を
予
め
想
定
し
、
こ
の
場
合
の
補
充
的
措
置
と
し
て

「
若
シ
其
規
則
ナ
キ
ト
キ
ハ
」
「
当
事
老
二
最
モ
密
接
ナ
ル
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ア
ル
地
方
ノ
法
律
」
を
「
本
国
法
ト
ス
ル
」
。

　
要
す
る
に
、
我
が
法
例
が
独
自
に
定
め
る
直
接
的
な
決
定
の

前
に
、
本
国
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
う
問
接
指
定
方
式
を
導
入

し
、
先
ず
は
「
其
国
ノ
規
則
二
従
ヒ
指
定
セ
ラ
ル
ル
法
律
」
を

本
国
法
と
す
る
。
次
い
で
「
若
シ
其
規
則
ナ
キ
ト
キ
ハ
」
「
当
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

者
二
最
モ
密
接
ナ
ル
関
係
ア
ル
地
方
ノ
法
律
」
つ
ま
り
最
密
接

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

関
係
地
法
を
本
国
法
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
順
序
の
付
い
た

決
定
方
法
に
依
っ
て
、
段
階
的
に
本
国
法
を
特
定
す
る
こ
と
と

19
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し
た
。
本
国
法
特
定
過
程
の
第
一
段
階
は
間
接
指
定
、
第
二
段

階
は
直
接
指
定
…
、
こ
う
し
た
段
階
的
決
定
方
法
に
改
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
こ
の
点
は
、
極
め
て
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。
次
な
ど

　
を
参
照
。

　
　
参
議
院
法
務
委
員
会
審
議
（
平
成
元
年
六
月
一
六
日
）
政
府
・

委
員
（
藤
井
正
雄
・
法
務
省
民
事
局
長
）
答
弁
・
民
事
月
報
四

　
四
巻
号
外
『
法
例
改
正
特
集
』
三
八
七
頁
（
1
1
澤
木
敬
郎
・
南

敏
文
（
編
）
『
新
し
い
国
際
私
法
』
所
収
四
二
六
～
二
七
頁
）
。

　
　
〃
現
行
法
の
い
わ
ゆ
る
直
接
指
定
方
式
か
ら
、
当
該
国
に
こ

　
の
た
め
の
特
別
規
定
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
に
よ
る
と
す
る
問
接

　
指
定
方
式
に
変
更
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
へ
ー
グ
国
際
私
法
会

　
議
の
作
成
し
た
各
種
の
条
約
が
い
ず
れ
も
間
接
指
定
方
式
に
よ

　
っ
て
い
る
こ
と
、
間
接
指
定
方
式
に
よ
れ
ば
、
当
該
当
事
老
が

　
そ
の
本
国
で
裁
判
が
さ
れ
る
場
合
と
同
じ
法
律
に
よ
る
こ
と
が

　
で
き
、
指
定
方
式
と
し
て
は
、
こ
の
方
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を

　
理
由
と
す
る
”
。
（
南
敏
文
・
法
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
・
民

　
事
月
報
四
四
巻
号
外
右
掲
二
’
六
一
～
六
二
頁
（
”
家
庭
裁
判

　
月
報
四
一
巻
一
一
号
一
・
五
四
～
五
五
頁
）
）

（
2
）
　
こ
こ
に
は
次
の
二
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
決

　
定
基
準
が
日
本
の
法
律
、
つ
ま
り
我
が
法
例
二
八
条
三
項
で
あ

　
る
こ
と
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
本
国
法
特
定
の
具
体
的
な
基
準

　
　
が
最
密
接
関
係
地
で
あ
り
、
そ
の
如
何
に
依
っ
て
本
国
法
が
最

　
　
終
的
に
特
定
さ
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
で
あ
る
。

　
旧
規
定
第
二
七
条
第
三
項
が
直
接
指
定
方
式
を
採
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
、
旧
規
定
の
立
法
老
自
身
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で

　
（
3
）

あ
っ
た
。
今
回
改
正
の
立
法
老
も
、
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

た
二
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
近
時
の
有
力
な
学
説
は
、

周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
方
式
に
早
く
か
ら
疑
問
を
抱
き
、
同
項

を
問
接
指
定
と
し
て
解
釈
す
べ
き
こ
と
を
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
説

　
　
（
4
）

い
て
き
た
。
こ
の
立
場
に
従
え
ぱ
、
今
回
の
改
正
で
間
題
と
す

べ
き
は
、
次
の
処
に
限
ら
れ
よ
う
。
直
接
指
定
に
依
ら
ね
ぱ
な

ら
な
い
場
合
の
具
体
的
な
基
準
が
「
属
ス
ル
地
方
」
か
ら
「
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

モ
密
接
ナ
ル
関
係
ア
ル
地
方
」
に
代
え
ら
れ
た
処
、
お
よ
び
第

一
段
階
で
問
接
指
定
に
依
る
と
き
に
決
定
さ
れ
る
問
題
の
対
象

が
文
言
の
上
で
は
「
属
ス
ル
地
方
ノ
法
律
」
か
ら
「
指
定
セ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

ル
ル
法
律
」
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
点
、
こ
れ
ら
だ
け
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
の
後
老
の
点
に
興
味
を
感
じ
て
い
る
。
些
細
な
疑
問

で
あ
り
重
大
な
も
の
で
も
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
後
の
立

法
作
業
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
も
無
く
は
な
い
と
思
う
の
で
、
こ

こ
に
多
少
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
「
属
ス
ル
地
方
ノ
法
律
」

〃
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か
ら
「
指
定
セ
ラ
ル
ル
法
律
」
へ
の
文
言
上
の
変
更
が
、
規
範

の
内
容
に
如
何
な
る
変
更
を
及
ぼ
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
何
ら

変
更
を
生
ぜ
し
め
な
か
っ
た
の
か
、
こ
の
問
題
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
穂
積
陳
重
『
法
例
議
事
速
記
録
第
二
巻
』
一
五
一
・
一
五

　
　
二
頁
、
『
法
例
修
正
案
理
由
書
』
四
八
・
四
九
頁
。
な
お
、
旧
法

　
　
例
（
明
治
二
三
年
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
は
次
で
あ
っ
た
。

　
　
　
「
本
国
法
ヲ
適
用
ス
可
キ
諸
般
ノ
場
合
二
於
テ
…
…
地
方
二

　
　
依
リ
法
律
ヲ
異
ニ
ス
ル
国
ノ
人
民
ハ
其
住
所
ノ
法
律
二
従
フ
若

　
　
シ
住
所
知
レ
サ
ル
ト
キ
ハ
其
居
所
ノ
法
律
二
依
ル
。
」

　
（
4
）
　
山
田
鐵
一
『
国
際
私
法
』
八
三
頁
。
参
照
久
保
岩
太

　
　
郎
・
現
行
法
例
の
成
立
に
つ
い
て
（
総
則
の
部
）
『
国
際
身
分
法

　
　
の
研
究
』
所
収
七
四
・
七
六
・
八
一
頁
（
四
）
（
H
青
山
法
学
論

　
　
集
四
巻
三
号
一
五
・
四
五
・
六
〇
頁
（
4
）
）
な
ど
。

　
（
5
）
　
も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
改
訂
が
あ
っ
た
と
云
え
る
の
は
、

　
　
旧
規
定
の
第
二
七
条
第
三
項
が
間
接
指
定
方
式
を
採
っ
て
い
る

　
　
と
解
す
る
場
合
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
を
直
接
指
定
方
式
と
捉
え

　
　
て
い
る
限
り
、
間
接
指
定
を
定
め
た
規
範
は
な
い
。
そ
も
そ
も

　
　
改
正
・
変
更
の
対
象
と
な
る
規
範
は
存
在
せ
ず
、
従
っ
て
改
訂

　
　
の
余
地
も
在
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
考
え
る
と
、
今
回

　
　
の
改
正
は
、
従
前
か
ら
あ
る
規
範
を
改
訂
す
る
と
共
に
、
こ
れ

　
　
ま
で
に
は
な
か
っ
た
新
し
い
規
範
を
も
導
入
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
今
回
の
立
法
作
業
に
関
わ
る
資
料
の
う
ち
、
右
の
点
を
明
確

に
で
き
る
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
同
様
の
事
情
に
あ
る
他
の
法

律
の
立
法
過
程
を
観
る
こ
と
に
す
る
。
「
扶
養
義
務
の
準
拠
法

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
一
年
）
」
の
第
七
条
に
類
似
の
規
定
が

あ
る
。
こ
の
規
定
の
趣
旨
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
同
条
制
定
の
審
議
過
程
に
お
い
て
は
、
常
居
所
地
を
連
結
素

と
す
る
場
合
に
聞
接
指
定
を
採
用
す
る
必
要
性
が
果
た
し
て
あ

る
の
か
、
こ
の
問
題
に
議
論
が
集
中
し
、
当
面
の
問
題
－
そ

の
老
の
属
す
る
地
方
ま
た
は
属
人
法
の
特
定
に
の
み
関
す
る
か
、

あ
る
い
は
当
該
の
問
題
に
つ
い
て
の
準
拠
法
の
決
定
に
関
す
る

の
か
ー
こ
の
疑
問
に
直
接
む
す
ぴ
付
く
よ
う
な
議
論
を
見
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

だ
す
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
。
同
法
の
解
説
記
事
に
〃
遺
言
の

方
式
の
準
拠
法
に
関
す
る
法
律
第
六
条
に
本
条
と
同
旨
の
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ヱ

が
置
か
れ
て
い
る
。
と
い
う
一
節
が
眼
に
と
ま
る
の
み
で
あ
る
。

　
（
6
）
　
法
制
審
議
会
国
際
私
法
部
会
第
十
九
回
会
議
（
昭
和
六
〇

　
　
年
二
一
月
二
三
日
）
議
事
速
記
録
三
八
～
四
二
頁
（
参
照
「
子

　
　
に
対
す
る
扶
養
義
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
（
一
九
五
六
年

　
　
ハ
ー
グ
、
昭
和
五
二
年
批
准
）
」
第
三
条
）
。

　
　
　
な
お
、
参
照
　
高
桑
昭
・
成
人
に
対
す
る
扶
養
義
務
の
準
拠

　
　
法
に
関
す
る
条
約
に
つ
い
て
・
法
曹
時
報
二
五
巻
八
号
七
九
頁

　
　
以
下
（
こ
の
条
約
案
の
場
合
、
そ
の
一
五
条
が
不
純
一
法
国
た

〃
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本
国
法
へ
の
指
定
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
に
関
し
て
も
、

実
質
的
な
議
論
は
明
ら
か
で
は
な
い
）
。

（
7
）
　
犬
内
俊
身
・
扶
養
義
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
法
律
の
解

説
・
民
事
月
報
四
一
巻
九
号
一
三
頁
以
下
（
六
七
頁
）
。

　
そ
こ
で
今
度
は
「
遺
言
の
方
式
の
準
拠
法
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
三
九
年
）
」
第
六
条
の
立
法
過
程
を
調
べ
て
み
る
。
同
条

は
「
遺
言
老
が
地
方
に
よ
り
法
律
を
異
に
す
る
国
の
国
籍
を
有

し
た
場
合
に
は
、
…
…
、
そ
の
国
の
規
則
に
従
い
遺
言
老
が
属

し
た
地
方
の
法
律
を
、
…
：
遺
言
老
が
国
籍
を
有
し
た
国
の
法

律
と
す
る
。
」
と
規
定
す
る
。
こ
こ
で
「
そ
の
国
の
規
則
に
従
い

…
」
と
い
わ
れ
る
場
合
の
「
そ
の
国
の
規
則
」
と
は
本
国
の
内

部
的
な
関
係
に
お
い
て
属
人
法
が
い
ず
れ
の
地
域
の
法
律
で
あ

る
か
を
定
め
る
規
則
を
い
い
、
遺
言
の
方
式
の
準
拠
法
を
定
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

る
規
則
を
指
す
の
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
問
題
は
、
こ

の
文
言
表
現
が
、
こ
の
法
律
の
基
礎
と
な
っ
た
「
遺
言
処
分
の

方
式
の
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
（
一
九
六
一
年
ハ
ー
グ
、
昭
和

三
九
年
批
准
）
」
第
一
条
第
二
項
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
条
約
で
は
「
適
用
せ
ら
れ
る
べ
き
法
律
は
（
そ
の

国
の
）
規
則
に
依
っ
て
定
め
る
」
（
参
照
・
後
出
註
（
二
五
）
）

と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
我
が
国
の

法
律
で
は
右
に
引
用
の
通
り
「
そ
の
国
の
規
則
に
従
い
遺
言
老

が
属
し
た
地
方
の
法
律
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
当
時
の
〃
法

例
の
規
定
と
の
調
和
を
考
慮
し
た
こ
と
に
よ
る
”
。
言
い
換
え

れ
ぱ
、
〃
国
内
法
化
し
ま
す
と
き
に
法
例
の
現
行
の
規
定
に
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
〕

現
を
あ
わ
せ
て
書
い
た
の
で
す
。
。

（
8
）
村
岡
二
郎
・
遺
言
の
方
式
の
準
備
法
に
関
す
る
法
律
の
解

　
説
・
法
曹
時
報
一
六
巻
七
号
六
一
頁
以
下
（
九
一
頁
）
。
こ
の

文
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
江
川
英
文
『
国
際
私
法
』
九
四
頁

　
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
一
般
論
を
、
二
の
特
定
の
間
題
に
そ
の
ま

　
ま
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
9
）
　
村
岡
・
法
管
時
報
前
掲
九
三
頁
（
注
1
）
、
同
・
ジ
ュ
リ
ス

　
ト
ニ
九
六
号
一
〇
二
一
五
頁
（
座
談
会
「
渉
外
遺
言
の
方
式
」

　
江
川
・
村
岡
・
平
賀
・
池
原
）
。
し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
る

　
と
、
こ
れ
は
単
な
る
表
現
上
の
調
和
に
留
ま
ら
な
い
。
当
時
の

我
国
の
学
説
が
理
解
す
る
意
味
で
の
、
間
接
指
定
方
式
と
云
う

　
も
の
の
観
念
と
も
見
事
に
調
和
を
保
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

事
実
、
そ
の
当
時
す
で
に
、
学
説
の
多
数
が
問
接
指
定
説
を
採

　
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
右
の
よ
う
な
政
策
を
採
用

　
し
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
当
時
の
判
例
は
、
必

　
ず
し
も
、
間
接
指
定
説
に
固
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
間

〃
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接
指
定
説
u
東
京
地
裁
昭
和
三
三
年
四
月
三
日
判
決
・
下
級
民

集
九
巻
四
号
五
六
七
頁
（
離
婚
・
米
国
法
）
、
な
ど
（
”
人
が
そ

の
身
分
に
関
し
て
い
か
な
る
地
方
に
属
す
る
か
は
、
当
該
外
国

法
の
決
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
－
”
と
明
言
す
る
）
。
直
接
指

定
説
1
1
東
京
地
裁
昭
和
三
九
年
四
月
三
〇
日
判
決
・
下
級
民
集

一
五
巻
四
号
一
〇
〇
七
頁
（
離
婚
・
米
国
法
）
、
な
ど
。

　
近
時
は
間
接
指
定
説
に
依
る
判
例
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
、

と
観
る
む
き
も
あ
る
が
（
木
棚
照
一
（
島
津
一
郎
（
編
）
渉
外

家
族
法
『
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
i
ル
民
法
V
（
増
補
版
）
』
九
〇
七

頁
）
、
大
勢
は
直
接
指
定
説
に
従
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

参
照
　
東
京
高
裁
昭
和
六
三
年
一
〇
月
五
日
判
決
・
判
例
タ
イ

ム
ズ
七
〇
三
号
二
一
五
頁
（
相
続
・
英
国
法
）
、
東
京
地
裁
昭
和

五
五
年
九
月
一
九
日
判
決
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
三
〇
号
二
二
七

頁
（
離
婚
・
英
国
法
）
、
大
阪
地
裁
昭
和
五
五
年
二
月
二
五
日
判

決
．
家
裁
月
報
三
三
巻
五
号
一
〇
一
頁
（
認
知
・
カ
ナ
ダ
法
）
、

な
ど
。
も
っ
と
も
、
次
は
問
接
指
定
説
に
依
っ
て
い
る
。
東
京

高
裁
昭
和
五
四
年
七
月
三
日
判
決
・
判
例
時
報
九
三
九
号
三
七

頁
（
相
続
．
旧
ソ
連
法
）
、
東
京
地
裁
昭
和
六
三
年
四
月
二
五
日

判
決
．
家
裁
月
報
四
〇
巻
九
号
七
七
頁
・
判
例
時
報
一
二
七
四

号
三
〇
頁
（
遺
言
・
旧
ソ
連
法
）
。
な
お
参
照
『
私
法
判
例
リ
マ

i
ク
ス
．
一
九
九
〇
年
度
』
二
六
五
頁
以
下
）
。

た
し
か
に
、
当
時
の
法
例
に
は

「
其
国
ノ
規
則
二
従
ヒ
指
定

セ
ラ
ル
ル
法
律
L
な
ど
と
い
う
規
定
は
な
く
、
「
其
老
ノ
ス
ル
地

方
ノ
法
律
」
に
依
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
（
第
二
七
条
第
三

項
）
。
し
か
し
、
．
同
項
を
以
て
間
接
指
定
方
式
を
と
る
も
の
と

解
釈
す
べ
き
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
「
其

国
ノ
規
則
二
従
」
う
こ
と
自
体
、
つ
ま
り
間
接
指
定
方
式
に
依

る
こ
と
、
こ
れ
に
政
策
的
な
異
論
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
規
定

の
文
言
上
も
「
其
国
ノ
規
則
二
従
ヒ
」
と
明
記
す
れ
ば
、
格
別

の
疑
問
を
生
じ
な
い
。
問
題
は
、
「
其
国
ノ
規
則
二
従
ヒ
指
定

セ
ラ
ル
ル
法
律
」
を
決
定
す
る
こ
と
が
、
既
存
の
法
例
の
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
0
）

に
あ
る
「
其
者
ノ
属
ス
ル
地
方
ノ
法
律
」
の
決
定
と
、
同
一
の

も
の
で
あ
る
か
否
か
で
あ
る
。

　
有
力
な
学
説
に
依
る
と
、
”
こ
の
問
題
を
本
国
の
準
国
際
私

法
に
よ
っ
て
決
定
す
る
と
い
っ
て
も
、
問
題
の
法
律
関
係
を
本

国
の
準
国
際
私
法
の
低
触
法
的
解
決
そ
の
も
の
に
よ
ら
し
め
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
本
国
に
お
い
て
そ
の
国
の
国
民
が
国

内
の
い
ず
れ
の
地
域
に
属
す
る
か
を
本
国
の
準
国
際
私
法
に
よ

っ
て
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
”
。
　
”
関
接
指
定
主
義
に
お
い
て
、

結
局
適
用
す
べ
き
法
律
を
決
定
す
る
本
国
の
法
律
は
…
・
：
準
国

際
私
法
等
と
い
わ
れ
る
が
、
要
す
る
に
、
本
国
の
内
部
的
な
関

幻
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係
に
お
い
て
、
属
人
法
が
い
ず
れ
の
地
域
の
法
律
で
あ
る
か
を

定
め
て
い
る
統
一
的
な
原
則
で
あ
る
。
。
こ
の
よ
う
に
説
か
れ

　
（
n
）

て
い
た
。
間
接
指
定
方
式
に
依
る
に
せ
よ
、
そ
れ
に
依
っ
て
解

決
さ
れ
る
べ
き
は
所
属
地
方
（
法
）
の
特
定
で
あ
っ
て
、
特
定

の
問
題
に
関
す
る
判
断
基
準
（
準
拠
法
）
の
如
何
で
は
な
い
、

両
老
は
明
ら
か
に
異
な
る
問
題
で
あ
る
、
こ
う
考
え
ら
れ
て
い

　
　
　
　
＾
1
2
）

た
の
で
あ
る
。
も
し
条
約
の
趣
旨
が
準
拠
法
の
選
定
問
題
に
あ

り
、
所
属
地
方
（
法
）
の
決
定
問
題
に
は
な
い
と
す
る
と
、
問

題
が
生
ま
れ
て
く
る
。
我
が
国
の
特
別
法
第
六
条
の
規
定
が
、

条
約
に
違
反
し
て
い
る
か
、
条
約
の
許
容
範
囲
を
逸
脱
し
て
い

な
い
か
、
こ
の
問
題
で
あ
る
。
意
図
的
に
条
約
に
違
反
す
る
立

法
を
為
し
た
と
は
考
え
難
い
b
と
す
れ
ば
、
条
約
の
許
容
範
囲

を
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
解
釈
に
依
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
で
は
、
本
当
に
そ
う
言
え
る
の
か
、
こ
の
検
討
が
必
要
と

な
る
。（

1
0
）
　
実
方
正
雄
『
国
際
私
法
概
論
』
七
四
頁
（
其
老
の
属
す
る

　
地
方
の
決
定
問
題
と
も
い
う
）
。
久
保
岩
太
郎
『
国
際
私
法
』
九

　
六
・
九
七
頁
は
準
拠
地
方
法
の
決
定
問
題
と
す
る
。

（
u
）
　
江
川
英
文
・
前
掲
書
九
七
・
九
八
・
九
四
頁
。
新
規
定
第

　
二
八
条
第
三
項
も
同
じ
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
、
つ
ま
り
本
国
の

規
則
に
よ
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
の
は
属
人
法
の
決
定
で
あ
る
、

　
こ
の
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
論
老
も
あ
る
（
木
棚
照
一
（
澤

木
・
南
（
編
）
『
新
し
い
国
際
私
法
』
二
八
一
頁
）
）
。
と
こ
ろ

が
、
政
府
委
員
の
答
弁
で
は
　
国
内
で
は
ど
う
い
う
法
律
を
指

定
す
る
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
抵
触
規
則
の
こ
と
で
あ
る
と
説

、
明
さ
れ
て
い
る
。
参
照
　
参
議
院
法
務
委
員
会
審
議
（
平
成
元

年
六
月
一
六
日
）
政
府
委
貝
（
藤
井
正
雄
・
法
務
省
民
事
局
長
）

答
弁
・
民
事
月
報
四
四
巻
号
外
・
前
掲
三
八
七
頁
（
1
－
澤
木
．

南
（
編
）
『
新
し
い
国
際
私
法
』
所
収
四
二
六
頁
）
。

（
1
2
）
　
こ
の
よ
う
に
観
て
く
る
と
、
大
内
・
前
掲
論
文
の
”
同
旨

　
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
川
と
い
う
一
節
は
、
慎
重
に
読
ま
ね
・

　
ぱ
な
ら
な
く
な
る
。
そ
の
同
旨
と
は
、
間
接
指
定
方
式
を
採
る
、

　
こ
の
点
に
の
み
関
し
て
お
り
、
準
拠
法
の
選
定
か
所
属
地
方

　
（
法
）
の
決
定
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
ま
で
は
及
ば
な
い
、
こ

　
う
解
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。
で
は
、
何
故
に
扶
養
義
務
の
準
拠

　
法
に
関
す
る
特
別
法
で
は
、
敢
え
て
「
其
国
ノ
規
則
二
従
ヒ
指

　
定
セ
ラ
ル
ル
法
律
」
と
の
表
現
を
使
用
し
て
い
る
の
か
、
こ
れ

　
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
通

　
り
、
そ
の
理
由
を
十
分
に
示
す
資
料
が
見
当
ら
な
い
。

遺
言
の
方
式
の
準
拠
法
に
関
す
る
法
律
第
六
条
の
基
礎
と
な

っ
た
「
遺
言
処
分
の
方
式
の
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
（
一
九
五

〃
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六
年
ハ
ー
グ
）
L
第
一
条
第
二
項
の
趣
旨
を
検
討
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
。
そ
の
前
に
、
ハ
ー
グ
の
諸
条
約
に
お
け
る
関
連

諸
規
定
の
立
法
趣
旨
を
瞥
見
し
て
お
こ
う
。

　
「
扶
養
義
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
（
一
九
七
三
年
）
」
第

ニ
ハ
条
の
趣
旨
に
関
す
る
報
告
者
の
説
明
に
は
、
こ
の
当
面
の

問
題
に
つ
い
て
決
定
的
な
根
拠
と
な
り
得
る
よ
う
な
記
述
は
な

い
。
「
離
婚
．
別
居
判
決
の
承
認
に
関
す
る
条
約
（
一
九
七
〇

年
）
」
第
ニ
ハ
条
お
よ
ぴ
「
養
子
縁
組
に
関
す
る
管
轄
・
準
拠
法

お
よ
ぴ
承
認
に
関
す
る
条
約
（
一
九
六
五
年
）
」
第
二
条
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

い
て
採
ら
れ
た
解
決
方
法
を
踏
襲
し
た
と
言
わ
れ
る
に
留
ま
る
。

　
「
離
婚
．
別
居
判
決
の
承
認
に
関
す
る
条
約
」
の
第
一
六
条

は
、
特
別
委
員
会
の
予
備
原
案
第
一
四
条
、
同
第
二
予
備
草
案

第
二
二
条
、
こ
れ
を
分
解
し
た
起
草
委
員
会
草
案
第
二
二
条
の

四
を
経
て
、
最
終
原
案
お
よ
ぴ
最
終
案
第
ニ
ハ
条
と
成
っ
た
も

の
で
あ
る
。
「
遺
言
処
分
の
方
式
」
お
よ
ぴ
「
養
子
縁
組
」
に
関

す
る
条
約
の
先
例
に
倣
い
、
本
条
の
挿
入
を
有
益
と
判
断
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
先
例
と
は
異
な
り
最
も
実
効
的
な
場
所
の
よ
う

な
規
準
に
は
依
ら
し
め
ず
、
直
接
具
体
的
に
判
決
国
法
・
法
廷

地
法
．
住
所
地
法
ま
た
は
常
居
所
地
法
と
規
定
し
た
こ
と
等
が
、

第
二
予
備
草
案
の
段
階
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
最
終
案
の
解
説

は
、
管
轄
に
つ
い
て
は
勿
論
そ
の
者
が
何
れ
の
地
域
の
肝
尉
貯

で
あ
る
か
に
主
眼
を
置
い
て
議
論
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
と
共

に
、
準
拠
法
に
関
し
て
は
将
に
何
れ
の
法
律
を
適
用
す
べ
き
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

を
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
「
養
子
縁
組
に
関
す
る
管
轄
・
準
拠
法
お
よ
ぴ
承
認
に
関
す

る
条
約
」
の
第
一
一
条
に
関
し
て
も
、
同
条
約
予
備
草
案
第
一

二
条
と
同
趣
旨
と
す
る
の
み
で
、
そ
の
解
説
も
、
問
題
の
条
項

が
「
未
成
年
子
の
保
護
に
周
す
る
官
庁
の
管
轄
お
よ
ぴ
準
拠
法

に
関
す
る
条
約
（
一
九
六
一
年
）
」
第
一
四
条
を
踏
襲
す
る
と
い

　
　
　
　
（
1
5
）

う
だ
け
で
あ
る
。

　
そ
し
て
「
末
成
年
子
の
保
護
」
に
関
す
る
条
約
の
場
合
、
問

題
の
条
項
は
特
別
委
員
会
の
予
備
草
案
の
段
階
で
は
入
っ
て
お

ら
ず
、
英
国
代
表
グ
レ
ィ
ヴ
ソ
ン
の
提
案
に
依
っ
て
、
最
終
案

作
成
時
に
第
一
四
条
と
し
て
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
不
統

一
法
国
で
あ
る
英
米
で
は
、
こ
の
よ
う
な
規
定
が
必
要
で
あ
る

こ
と
、
同
趣
旨
の
規
定
は
「
遺
言
処
分
の
方
式
の
準
拠
法
に
関

す
る
条
約
」
の
場
合
に
も
異
議
な
く
採
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

本
国
に
続
一
的
基
準
の
無
い
場
合
に
は
、
特
定
の
個
人
を
何
れ

巧
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か
の
地
域
の
法
律
に
結
合
さ
せ
る
た
め
の
規
準
と
し
て
、
最
も

実
効
的
な
関
連
性
（
－
①
5
コ
ー
①
旦
易
①
蔚
o
葦
）
に
依
ら
し
め

る
べ
き
こ
と
。
本
国
法
（
巨
屋
巨
8
巴
）
に
代
え
て
、
所
属
国

法
（
－
o
；
巴
．
黒
斗
o
旨
二
①
冒
ぎ
①
膏
鶉
；
①
ω
8
ま
ω
竃
暮
）
が

準
拠
法
に
採
ら
れ
て
い
．
る
が
、
む
し
ろ
「
遺
言
処
分
の
方
式
の

準
拠
法
に
関
す
る
条
約
」
の
規
定
の
形
式
の
方
が
望
ま
し
い
こ

と
、
こ
れ
ら
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
け
れ

ど
も
、
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
点
に
関
し
て
は
、
決
定
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

資
料
と
な
る
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
結
局
、
ハ
ー
グ
会
議
に
お
い
て
も
、
当
面
の

問
題
に
関
す
る
実
質
的
な
議
論
が
為
さ
れ
て
い
そ
う
な
の
は
、

「
遺
言
処
分
の
方
式
の
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
」
案
の
審
議
過

程
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

　
（
1
3
）
　
ネ
竃
1
＜
胃
三
后
ぎ
員
肉
凹
君
o
『
9
老
一
一
S
庄
い
＞
9
窃
9

　
　
U
o
o
冒
冒
①
目
房
庄
①
5
o
o
冒
N
志
冒
①
ω
①
ω
9
o
コ
（
岩
s
）
↓
o
昌
①
－
く
一

　
　
ω
o
o
占
（
｛
①
N
）
－

　
（
1
4
）
　
丙
団
o
o
o
斗
o
H
㎝
く
げ
o
守
o
庄
①
－
頸
0
9
冒
昌
｝
ω
9
o
目
ω
o
凧
9
巴
ρ

　
　
＞
g
窪
g
U
o
昌
∋
g
誌
序
5
o
冒
后
冒
o
器
ω
色
o
目
（
H
竃
o
）

　
　
↓
o
昌
o
■
一
－
↓
　
（
杜
蜆
）
一
勺
．
｝
①
－
①
グ
丙
與
o
o
o
斗
庄
①
ζ
O
o
冒
∋
涼
．

　
　
ω
一
。
二
尋
邑
巴
竃
邊
一
↓
〇
一
貝
甲
8
似
ω
・
彗
邑
ξ
ω
旨

○
二
ご
墓
曇
一
曇
よ
↓
1
一
巾
墨
一
g
g
軍
o
o
5
暮
員

　
刃
與
o
o
o
饒
良
o
＝
8
葦
』
〕
巨
胃
o
（
曽
H
l
s
）
・

（
1
5
）
　
声
；
彗
一
丙
岩
君
き
異
呂
o
印
葦
一
＞
9
霧
9
U
o
昌
．

　
昌
o
葦
ω
o
①
5
畠
邑
ω
昌
①
需
詔
－
o
目
（
岩
雷
）
↓
o
昌
①
戸
き
㊤

一
§
一
一
声
奏
具
寄
署
貝
O
§
邑
色
昌
ω
尋
事
盲
一
〇

　
〇
。
Φ
（
H
8
）
．
o
片
．
耳
o
＆
甲
く
雪
ま
一
z
9
量
曇
o
ω
8
1
さ
一
ω
竃

　
（
塞
o
〇
一
ω
o
o
ト
ー
o
o
蜆
）
．

（
1
6
一
害
藪
9
U
8
冒
8
房
宗
冒
目
雪
島
暮
窪
ω
§

　
（
畠
害
）
↓
o
冒
①
H
＜
一
H
↓
．
U
o
昌
昌
昌
甘
ま
苛
彗
巴
一
之
9
崖
一

　
勺
『
o
o
α
ω
－
く
①
ユ
〕
巴
z
9
岨
二
巨
o
H
さ
－
べ
蜆
．

　
　
こ
の
間
、
準
拠
法
だ
け
で
は
な
く
管
轄
官
庁
に
関
す
る
規
定

　
を
も
こ
こ
に
統
合
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
た
ド
ゥ
・
ヴ
ィ
ン
テ

　
ル
の
修
正
動
機
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
が
第
一
四
条
の
成
案
と
な

　
っ
た
の
で
あ
る
。
o
｛
．
峯
。
く
o
冒
ω
訂
釘
實
一
丙
與
o
o
o
斗
①
x
．

　
旦
ざ
斗
芦
旨
巨
曽
O
（
轟
④
）
1

　
そ
こ
で
、
い
よ
い
よ
「
遺
言
処
分
の
方
式
の
準
拠
法
に
関
す

る
条
約
」
第
一
条
第
二
項
の
制
定
過
程
の
検
討
に
入
っ
て
み
る
。

問
題
の
所
在
は
、
当
初
の
特
別
委
員
会
原
案
の
段
階
か
ら
、
十

分
に
意
識
さ
れ
て
い
た
。
予
備
原
案
第
一
条
の
b
項
に
「
遺
言

老
に
依
っ
て
保
持
さ
れ
て
い
る
国
籍
」
を
連
結
素
と
し
て
導
入

し
た
こ
と
が
発
端
で
あ
る
。
連
合
王
国
や
北
米
合
衆
国
の
よ
う

％
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に
、
国
内
に
異
法
地
域
を
も
つ
国
の
国
民
の
場
合
に
は
、
こ
の

問
題
を
如
何
に
処
理
す
る
べ
き
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
何
ら
か
の

手
当
て
が
必
要
で
は
な
い
の
か
、
こ
の
点
が
連
合
王
国
代
表
か

ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
結
局
こ
の
段
階
で
は
、
条

文
に
盛
り
込
ま
な
い
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
個
別
特
定
の

事
項
に
関
す
る
準
拠
法
条
約
に
挿
入
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も

一
般
的
す
ぎ
る
問
題
に
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
二
と
、
こ
の
よ

う
な
問
題
に
一
応
の
解
決
を
与
え
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
と
な

る
が
、
そ
れ
は
当
該
委
員
会
の
作
業
目
的
と
範
囲
を
超
え
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
7
）

こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
グ
レ
イ
ヴ
ソ
ン
お
よ

び
ウ
ォ
ー
ト
レ
ィ
の
要
請
に
依
り
、
最
終
案
に
は
第
一
条
の
第

二
項
と
し
て
規
定
さ
れ
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で

に
為
さ
れ
た
議
論
を
追
っ
て
み
よ
う
。

　
特
別
委
員
会
草
案
お
よ
ぴ
バ
テ
ィ
フ
ォ
ル
の
報
告
書
に
対
す

る
英
国
政
府
の
見
解
は
、
次
の
よ
う
な
趣
旨
で
あ
っ
た
。
（
一
）

異
法
地
域
を
も
つ
連
邦
国
家
の
国
民
の
本
国
法
に
つ
い
て
条
約

に
規
定
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。
（
二
）
こ
の
場
合
の
本
国
法

決
定
の
規
準
は
、
遺
言
老
の
最
後
の
住
所
地
や
最
後
の
常
居
所

地
で
は
な
く
む
し
ろ
最
も
実
質
的
な
関
連
性
（
庁
忌
己
①
g
島

忍
♀
艘
⑫
昌
o
撃
H
8
－
o
冒
箏
①
o
巨
8
）
を
持
っ
て
い
た
地
域

　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

と
す
べ
き
で
あ
る
…
。

　
第
二
回
の
会
議
（
一
九
六
〇
年
一
〇
月
五
日
）
で
は
、
そ
も

そ
も
本
国
法
の
決
定
基
準
を
条
約
に
規
定
す
る
こ
と
が
適
当
か
、

仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
英
国
代
表
の
云
う
よ
う
な
〃
最
も
実
質

的
な
関
連
性
”
が
適
切
な
規
準
た
り
得
る
か
、
こ
の
点
が
議
論

　
　
　
（
1
9
）

さ
れ
て
い
る
。

　
第
五
回
会
議
（
一
九
六
〇
年
一
〇
月
一
九
日
）
に
は
、
採
択

さ
れ
た
条
約
案
と
同
一
の
も
の
が
第
一
条
第
二
項
と
し
て
提

出
・
付
議
さ
れ
た
が
、
遺
言
の
方
式
に
関
す
る
条
約
に
挿
入
す

る
に
は
あ
ま
り
に
も
一
般
的
す
ぎ
る
と
い
う
批
判
（
シ
ュ
ヴ
ィ

ン
ト
）
が
再
ぴ
為
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
当
該
の
規
定
の

取
扱
う
範
囲
を
、
こ
の
条
約
の
目
的
に
限
定
す
る
こ
と
を
明
記

し
て
い
る
こ
と
等
が
留
意
さ
れ
（
例
え
ば
、
ボ
ル
ム
）
、
基
本
的

に
は
大
方
の
賛
同
を
得
る
に
至
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
バ
テ

ィ
フ
ォ
ル
は
、
こ
れ
が
一
つ
の
先
例
と
な
り
将
来
は
一
般
化
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
を
付
言
し
、
ボ
ル
ム
は
本
項
を
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

の
場
合
に
類
推
適
用
す
る
こ
と
も
考
え
得
る
と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
〃
最
も
実
質
的
な
関
連
性
”
の
規
準
に
関
し
て
も
、
そ

27
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の
具
体
的
な
適
用
方
法
に
纏
わ
る
困
難
さ
に
関
し
て
、
オ
ル
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
）

エ
ル
ハ
ウ
ス
や
イ
ェ
ズ
デ
ィ
チ
か
ら
、
疑
念
が
表
明
さ
れ
た
が
、

国
籍
の
低
触
に
関
す
る
条
約
（
一
九
三
〇
年
）
に
も
既
に
使
用

さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
っ
て
、
原
案
の
ま
ま
採
択
さ
れ
た

　
　
（
2
2
）

の
で
あ
る
。

（
1
7
）
　
■
一
ω
與
巨
津
o
ポ
宛
印
o
o
o
二
〇
①
5
0
o
昌
昌
尻
色
o
目
ω
o
凧
9
巴
9

＞
g
窃
g
U
o
8
∋
昌
房
宗
ζ
目
①
毫
箒
昌
①
窒
色
昌
（
畠
胃
）

　
H
o
ヨ
ー
月
畠
（
8
）
．

　
　
バ
テ
ィ
フ
ォ
ル
の
解
説
自
体
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
一
九
二
六

年
法
や
属
人
的
低
触
に
関
わ
る
シ
リ
ア
の
事
情
の
ほ
か
、
こ
の

点
で
は
一
般
に
良
く
知
ら
れ
て
い
る
オ
ゥ
・
キ
ー
フ
ィ
事
件

　
（
一
九
四
〇
年
）
に
も
眼
配
り
が
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
本
国
に

　
統
一
的
な
規
則
が
あ
れ
ぱ
、
こ
れ
に
依
る
べ
き
こ
と
に
は
、
特

別
委
員
会
で
も
大
方
の
一
致
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

　
る
。
興
味
を
惹
く
の
は
、
こ
の
場
合
の
統
一
的
な
規
則
の
こ
と

　
を
、
〃
こ
の
国
の
異
な
る
法
律
の
う
ち
関
係
当
事
老
が
従
っ
て

　
い
た
の
は
何
れ
で
あ
る
か
を
知
る
た
め
の
、
国
内
の
法
低
触
に

関
す
る
規
則
（
鳶
雲
き
s
ミ
“
二
鼻
o
昌
鶉
君
冒
ω
婁
o
マ
醐

5
ε
①
＝
o
宗
ω
g
弐
陣
雪
冨
ω
－
o
尿
宗
8
叶
津
算
－
．
巨
蒜
冨
ω
瓢

津
巴
；
昌
邑
ω
）
”
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
オ
ゥ
・
キ
ー
フ
ィ
事
件
は
一
九
四
八
年
に
英
国
国
籍
法
が
改

正
制
定
さ
れ
る
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
英
領
（
南
）
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
に
生
ま
れ
た
父
を
持
ち
、
カ
ル
カ
ッ
タ
で
出
生
し
英
国
臣

民
の
地
位
を
持
つ
独
身
女
性
の
遺
産
に
関
す
る
事
案
で
あ
る
。

同
女
は
、
七
七
歳
で
死
亡
す
る
ま
で
の
四
七
年
間
を
、
ナ
ポ
リ

に
定
住
し
て
過
．
こ
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
到
る
幼
少
の
頃
や
青

春
の
時
代
に
は
、
英
・
仏
・
西
な
ど
の
諸
国
で
短
期
の
居
住
を

繰
り
返
し
て
い
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
は
、
．
こ
く
短
期
問
滞
在

し
た
だ
け
で
あ
る
。
遺
言
が
無
く
動
産
だ
け
が
遺
さ
れ
て
い
た

本
件
の
問
題
点
は
二
つ
あ
り
、
第
一
は
彼
女
の
ド
ミ
サ
イ
ル
の
、

第
二
は
遺
産
配
分
の
準
拠
法
の
、
如
何
で
あ
っ
た
。
裁
判
所
は
、

彼
女
の
選
定
住
所
は
イ
タ
リ
ア
に
在
っ
た
と
認
定
し
た
が
、
イ

タ
リ
ア
国
際
私
法
か
ら
本
国
法
へ
の
反
致
を
認
め
る
場
合
に
準

拠
法
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
・
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
法
お
よ
ぴ
英
領
イ
ン
ド
法
の
う
ち
、
彼
女
の
本
源
住
所
の
在

る
－
し
か
も
、
判
決
当
時
は
既
に
英
国
か
ら
独
立
し
て
い
た

ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
法
律
を
適
用
し
た
の
で
あ
る
（
巨
篶

O
．
斥
①
①
序
［
－
漫
o
］
－
O
す
1
－
N
ト
）
。

　
本
件
の
判
旨
に
つ
い
て
は
批
判
も
多
い
。
し
か
し
、
連
合
国

家
の
国
民
の
本
国
法
を
特
定
す
る
場
合
の
困
難
さ
を
良
く
示
す

も
の
と
し
て
、
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
（
ネ
冒
8
＜

印
竃
o
『
ユ
9
↓
＝
①
O
o
目
饒
ざ
一
〇
｛
■
則
峯
ω
（
－
㊤
o
o
べ
）
く
o
－
．
一
〇
〇
べ
戸

き
－
竃
い
）
。

　
参
照
　
斉
藤
武
生
・
英
人
の
本
国
法
に
つ
い
て
『
国
際
私
法

郷



法例新規定第二八条第三項について（29）

　
の
基
本
問
題
（
久
保
岩
太
郎
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
）
』
所
収
五

　
一
頁
以
下
（
註
（
八
）
五
九
～
六
〇
頁
、
註
（
＝
ハ
）
六
三
頁
、

　
な
ど
）
。

（
1
8
）
　
旨
巳
．
竃
し
蜆
－

（
1
9
）
　
勺
8
〔
尉
－
き
｝
巴
2
o
．
N
一
亭
－
o
．
雷
－
竃
．

（
2
0
）
　
勺
H
o
o
朕
－
き
ユ
〕
巴
オ
o
l
蜆
二
σ
革
旨
9
－
ミ
ー

（
2
ユ
）
　
勺
8
＆
ω
－
く
①
｝
巴
2
o
l
9
亭
｛
o
－
－
崖
L
ミ
L
崖
ー

　
　
こ
の
点
に
つ
き
報
告
者
の
バ
テ
ィ
フ
ォ
ル
は
、
最
終
案
の
趣

　
旨
説
明
等
に
お
い
て
、
特
定
の
領
域
に
お
け
る
継
続
的
な
滞
在
、

　
当
該
領
域
に
居
住
す
る
親
族
と
の
関
係
の
保
持
、
当
該
領
域
に

　
お
け
る
財
産
ま
た
は
利
害
関
係
の
保
有
状
態
、
さ
ら
に
は
遺
言

　
老
の
両
親
の
所
在
地
や
、
遺
言
者
自
身
の
銀
行
勘
定
の
設
定
地
、

　
こ
れ
ら
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。

　
　
g
丙
団
o
o
o
斗
實
o
＝
s
黒
二
巨
庄
－
崖
～
一
甲
o
8
ω
－
き
ユ
〕
竺

　
z
o
l
仰
旨
己
1
－
H
o
o
．

（
2
2
）
　
こ
の
”
実
質
的
関
連
性
”
の
規
準
に
関
し
て
は
、
本
条
約

　
の
基
本
政
策
で
あ
る
遺
言
保
護
の
原
則
と
の
絡
み
で
、
な
お
次

　
の
よ
う
な
議
論
が
為
さ
れ
て
い
る
（
軍
8
⑭
ω
－
き
｝
竺
之
9
9

　
昌
〕
隼
H
弓
）
。

　
実
質
的
関
連
性
を
規
準
と
す
る
英
国
案
を
採
れ
ぱ
、
”
既
に

本
国
に
お
い
て
住
所
を
失
っ
て
い
る
米
国
人
が
日
本
で
遺
言
を

し
た
が
、
日
本
に
は
未
だ
に
真
の
住
所
を
取
得
し
て
い
な
い
場

合
に
お
い
て
、
遺
言
老
が
最
も
実
効
的
な
（
気
芭
易

黒
①
g
き
）
関
連
性
を
有
し
て
い
る
州
の
法
律
が
当
該
遺
言
を

有
効
と
し
て
い
る
と
き
に
は
、
遣
言
を
有
効
な
も
の
と
な
し
得

る
”
。
こ
の
よ
う
に
ウ
ォ
i
ト
レ
ィ
が
述
べ
た
の
に
対
し
、
フ

ィ
オ
レ
は
左
の
如
く
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
も
し
ス
コ

ヅ
ト
ラ
ン
ド
の
人
が
日
本
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
方
式
に
従
い
遺

言
を
為
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
人
が
ス
コ
ヅ
ト
ラ
ン
ド
に

最
も
実
効
的
な
関
連
性
を
有
し
て
い
た
と
き
は
遺
言
が
無
効
に

な
る
こ
と
も
あ
り
、
壇
百
保
護
の
基
本
原
則
に
反
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
の
か
…
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
本
国
の
規
則
に
依
っ
て
定
め
る
べ
き
は
、
準
拠
法
の
選
定
か

所
属
地
方
法
の
特
定
か
。
本
稿
の
冒
頭
に
掲
げ
た
こ
の
種
の
問

題
設
定
は
、
右
の
論
議
の
過
程
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
有
効
で

は
な
く
適
切
で
も
な
い
。
そ
の
何
れ
で
あ
っ
た
か
、
何
れ
に
つ

い
て
合
意
が
形
成
さ
れ
た
か
、
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
議
論
の
対
象
は
条

約
の
第
一
条
第
二
項
で
あ
る
。
同
項
は
本
国
法
を
準
拠
法
に
選

定
し
た
規
定
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
論
議
の
趣
旨
・
目
的
は

「
何
を
以
て
本
国
法
と
す
る
か
」
こ
の
問
題
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
問
題
は
、
遺
言
処
分
の
方
式
と
い
う
特
殊
具
体
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
3
）

問
題
の
準
拠
法
選
定
に
関
す
る
限
度
で
、
検
討
さ
れ
て
い
る
。

〃



一橋論叢 第108巻第1号 平成4年（1992年）7月号　（30〕

そ
の
た
め
、
一
般
論
に
通
じ
得
る
所
属
地
方
法
特
定
の
間
題
や

政
策
決
定
が
、
具
体
的
な
遺
言
処
分
の
方
式
の
準
拠
法
の
選
定

と
い
う
個
別
的
な
間
題
や
政
策
決
定
に
い
わ
ぱ
特
殊
化
さ
れ
て

し
ま
う
。
特
定
の
地
域
・
法
域
へ
の
所
属
如
何
の
決
定
問
題
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

特
定
の
問
題
に
つ
い
て
の
準
拠
法
の
選
定
問
題
と
は
、
ほ
ん
ら

い
段
階
を
異
に
し
必
ず
し
も
同
一
の
問
題
で
は
な
い
。
に
も
拘

ら
ず
、
判
然
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
潭
然
一
体
と
な
っ
て

い
る
。
い
や
、
そ
も
そ
も
敢
え
て
区
別
す
る
実
益
が
あ
っ
た
か

　
　
＾
刎
）

疑
わ
し
い
。

　
英
国
代
表
の
問
題
提
起
の
仕
方
は
、
い
ず
れ
か
と
い
え
ぱ
所

属
地
方
法
特
定
の
方
法
に
傾
い
て
い
た
と
観
る
余
地
が
あ
る
。

そ
し
て
、
英
国
の
提
案
に
批
判
や
危
倶
が
表
明
さ
れ
た
の
は
、

こ
の
間
題
の
処
理
に
関
す
る
、
過
度
の
一
般
化
に
対
し
て
で
あ

っ
て
、
こ
う
し
た
方
法
自
体
に
つ
い
て
の
も
の
で
は
な
い
。
ま

た
、
そ
の
何
れ
の
方
法
の
み
に
依
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
明
確

な
合
意
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
、
断
定
す
る
に
は
決
定
的
な
資

料
が
欠
け
て
い
る
。
そ
の
趣
旨
・
目
的
が
本
国
法
の
特
定
に
あ

る
こ
と
が
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
る
限
り
、
も
と
も
と
何
れ
の

方
法
に
依
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
国
の
規
則
に
依
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

決
定
さ
れ
る
の
が
、
当
該
の
人
の
所
属
す
る
地
域
や
そ
の
法
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

で
あ
れ
、
遺
言
処
分
の
方
式
の
準
拠
法
に
相
応
し
い
法
律
の
選

択
で
あ
れ
、
本
国
法
と
し
て
の
資
格
で
特
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら

逸
脱
し
な
い
限
り
、
何
れ
の
方
法
に
従
っ
て
特
定
さ
れ
て
も
、

そ
の
こ
と
自
体
に
問
題
は
な
い
。
要
す
る
に
、
”
適
用
す
べ
き

法
律
。
を
定
め
れ
ぱ
良
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
結
局
は
、

当
該
の
問
題
に
つ
い
て
、
本
国
法
と
し
て
「
適
用
さ
れ
る
べ
き

法
律
」
が
何
で
あ
る
か
を
「
そ
の
国
の
規
則
」
に
依
っ
て
決
定

す
る
、
と
い
う
条
文
が
規
定
さ
れ
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。

　
問
題
の
第
一
条
第
二
項
を
直
訳
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
本
国
法
が
不
統
一
の
体
系
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合
、
適

用
さ
れ
る
法
律
は
そ
の
法
体
系
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
る
規

　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

則
に
依
っ
て
定
め
る
」
。
こ
の
「
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
律
」
を

「
本
国
法
と
し
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
律
」
と
す
る
の
が
、
同
項

の
趣
旨
・
目
的
と
制
定
過
程
に
最
も
忠
実
な
理
解
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
そ
れ
を
特
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
何
れ
か
の
地
域
へ

の
所
属
を
規
準
と
す
る
こ
と
が
、
必
ず
し
も
同
項
の
趣
旨
に
反

し
な
い
こ
と
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
運
言
の
方
式
の
準
拠
法

に
関
す
る
条
約
お
よ
び
特
別
法
を
導
入
し
た
当
時
の
我
が
国
に

ω
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お
い
て
、
本
国
法
と
し
て
適
用
す
べ
き
何
れ
か
の
国
内
異
法
地

域
の
法
律
を
特
定
す
る
規
準
は
「
其
老
ノ
属
ス
ル
地
方
」
で
あ

っ
た
。
こ
れ
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
「
そ
の
国
の
規
則
に
従
い

遺
言
者
が
属
し
た
地
方
の
法
律
」
と
表
記
し
た
こ
と
は
、
条
約

の
趣
旨
に
反
せ
ず
、
か
つ
誤
解
を
避
け
る
意
味
で
も
極
め
て
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

理
的
な
規
範
の
定
立
で
あ
っ
た
、
こ
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
。

（
2
3
）
　
そ
れ
以
外
の
問
題
へ
の
適
用
可
能
性
を
も
含
め
た
、
一
般

　
的
な
準
拠
法
の
選
定
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
自

　
体
に
は
何
の
不
当
さ
が
あ
る
訳
で
も
な
い
。
本
来
、
ハ
ー
グ
の
・

　
準
拠
法
や
管
轄
に
関
す
る
条
約
は
、
一
般
的
と
い
う
よ
り
は
個

　
別
的
な
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
の
法
律
や
管
轄
の
低
触
の
解
決

　
を
、
目
的
と
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

（
刎
）
　
個
別
具
体
的
な
事
案
の
解
決
を
任
務
と
す
る
、
判
例
の
場

合
も
同
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
先
に
引
用
さ
れ
た
オ
ゥ
・
キ

　
ー
フ
ィ
事
件
で
ク
ロ
ス
マ
ン
判
事
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
見
て
み

　
よ
・
つ
。

　
．
．
…
－
葦
葦
o
二
ざ
ω
員
彗
ω
o
～
昌
一
・
冨
＝
姜
茎
峯

彗
①
葛
亘
－
s
雪
①
8
巾
H
ま
ω
チ
誓
σ
討
g
ω
尿
亭
⑦
ζ
冬
與
君
－
｛
．

s
巨
①
8
亭
①
彗
o
g
窪
ざ
コ
R
o
亭
Φ
旨
誌
ω
訂
后
．
ω
鶉
冨
戸
・

　
（
－
目
『
①
O
”
マ
①
①
｛
①
、
ω
o
9
印
一
①
　
［
H
o
も
o
］
　
－
O
＝
．
饅
一
－
N
岨
）
．

　
結
論
で
は
、
被
相
続
人
が
何
れ
の
地
域
に
所
属
し
て
い
た
か

　
を
規
準
と
し
て
準
拠
法
を
選
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
イ
タ
リ
ア
国

　
際
私
法
第
二
三
条
が
「
死
亡
を
原
因
と
す
る
財
産
の
承
継
は
…

　
人
が
死
亡
の
当
時
に
所
属
し
て
い
た
国
の
法
律
に
依
っ
て
規
律

　
さ
れ
る
」
と
規
定
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
、
｝
①
昌
ξ
混
斗
o
；
序
零
三
ω
＝
向
昌
q
s
8
峯
巨
｝
ま
①

　
－
巨
易
鼠
冨
8
コ
σ
①
竃
己
8
｝
凶
く
①
ざ
ざ
§
、
ま
艘
⑦
o
マ
o
冒
－
一

　
g
彗
8
m
げ
苧
①
冒
饒
守
o
昌
ミ
ー
－
9
争
①
昌
衝
冨
8
｝
，
，

　
（
亭
巨
．
津
畠
o
）
．

　
　
、
．
5
害
〔
g
q
昌
言
胃
o
彗
墨
庄
一
昌
o
『
冨
ω
g
o
『
晶
o
5
亘

　
、
皆
－
5
－
晶
鷺
ユ
竺
o
望
g
o
団
－
o
量
－
①
§
s
き
§
§
一
巴

　
昌
o
ヨ
①
ミ
o
o
①
＝
顯
冒
o
斗
①
」
印
o
①
易
o
目
凹
o
①
＝
凹
o
巨
①
冨
昌
冨
色

　
R
9
冨
・
．
．
（
冒
名
o
ω
ζ
o
邑
窒
＝
竺
①
o
q
①
q
巴
目
潟
亮
轟
－
P
O
o
2
8

　
0
～
＝
①
）
・
ω
①
9
－
目
『
①
勾
o
留
口
㊤
ω
o
］
－
O
す
ー
ω
べ
一
＾
o
①
一
－
目
『
①

　
＞
ω
斥
①
ミ
　
［
－
o
ω
o
］
　
N
O
＝
1
N
蜆
P
N
①
㊤
．

（
2
5
）
　
。
．
ω
二
こ
9
冨
ま
量
庁
3
島
茸
①
竃
…
ω
壱
島
昌
①
昌
昌

≡
豪
』
ミ
§
ぎ
§
箪
急
↓
①
ヨ
冨
巴
g
屠
一
窃
雪

　
く
厨
＝
⑦
膏
O
団
易
8
毫
ω
箒
冒
①
・
…
：
．
、
　
　
　
　
　
■

（
2
6
）
　
公
定
訳
は
「
遺
言
老
の
本
国
の
法
制
が
不
統
一
の
も
の
で

　
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
制
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
規
則
に

　
よ
っ
て
準
拠
法
を
決
定
す
る
も
の
と
し
、
」
と
な
っ
て
い
る
（
昭

和
三
十
九
年
六
月
条
約
第
九
号
）
。
こ
こ
に
い
う
「
準
拠
法
を

決
定
す
る
」
を
例
え
ば
「
本
国
法
と
し
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
準

拠
法
を
決
定
す
る
」
と
読
め
ぱ
、
条
約
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と

〃
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は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
公
定
訳
の
文
言
は
、
よ
り
広
く
壇
言

の
方
式
の
準
拠
法
の
選
定
問
題
一
般
を
意
味
す
る
か
の
よ
う
な

誤
解
を
産
む
余
地
が
あ
り
、
適
当
で
は
な
い
。
特
別
法
の
規
定

の
仕
方
の
方
が
妥
当
で
あ
り
、
”
そ
の
ほ
う
が
親
切
で
、
明
確
で

す
ね
川
。
（
池
原
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
九
六
号
（
座
談
会
前
掲
）
二

五
頁
）
。

　
以
上
の
考
察
を
ふ
ま
え
、
あ
ら
た
め
て
法
例
新
規
定
の
第
二

八
条
第
三
項
を
見
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
い
わ
ゆ
る
「
其
国
ノ
法
律
二
従
ヒ
指

定
セ
ラ
ル
ル
法
律
」
と
は
、
「
其
国
ノ
法
律
二
従
ヒ
当
事
老
ノ
本

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

国
法
ト
シ
テ
指
定
セ
ラ
ル
ル
法
律
」
の
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
ぱ
、
同
項
は
本
国
法
を
特
定
す
る
た
め
の
補
充
的
な
基
準
で

あ
り
、
そ
れ
以
外
の
目
的
を
持
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
国
法

を
特
定
す
る
た
め
、
と
い
う
特
別
の
目
的
が
明
確
で
あ
る
限
り
、

誤
解
を
産
む
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
限
度
で
、
新
規
定

の
法
文
を
必
ず
し
も
不
適
当
と
は
断
言
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
、

国
内
関
係
に
つ
い
て
”
本
国
法
”
と
は
い
か
に
も
不
自
然
な
感

じ
を
与
え
よ
う
。
本
拠
地
法
あ
る
い
は
所
属
地
（
方
）
法
と
す

れ
ぱ
、
趣
旨
は
達
成
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
「
其

国
ノ
法
律
二
従
ヒ
其
老
ノ
属
ス
ル
地
方
ノ
法
律
ト
指
定
セ
ラ
ル

ル
法
律
L
と
い
う
の
は
い
か
に
も
冗
漫
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

「
其
国
ノ
法
律
二
従
ヒ
其
老
ノ
属
ス
ル
地
方
ノ
法
律
」
な
ど
、
と

す
る
こ
と
く
ら
い
は
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
方
が
誤
解
を

産
む
余
地
も
少
な
く
、
旧
規
定
と
の
連
絡
も
円
滑
で
は
な
か
っ

た
か
。
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
の
は
、
「
扶

養
義
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
法
律
」
第
七
条
が
「
そ
の
国
の
規

則
に
従
い
指
定
さ
れ
る
法
律
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
と
の

調
和
を
考
慮
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
第
七

条
は
、
本
国
法
の
み
な
ら
ず
常
居
所
地
法
が
不
統
一
の
場
合
を

も
取
り
扱
い
、
さ
ら
に
属
人
的
な
法
律
低
触
の
場
合
を
も
含
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
）

こ
れ
ら
の
全
て
を
統
合
的
に
同
一
の
条
文
で
規
定
す
る
。
こ
の

場
合
に
「
其
者
ノ
属
ス
ル
地
方
の
法
律
」
と
の
み
表
記
す
る
こ

と
は
適
切
さ
を
欠
く
。
「
其
老
ノ
属
ス
ル
法
律
」
で
も
十
分
で

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
行
の
よ
う
な
表
記
方
法
に
依
る
以

外
に
は
致
し
方
が
な
か
っ
た
か
、
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
比
べ

れ
ぱ
、
新
規
定
の
第
二
八
条
第
三
項
は
、
む
し
ろ
旧
規
定
第
二

七
条
第
三
項
や
「
遺
言
の
方
式
の
準
拠
法
に
関
す
る
法
律
」
第

六
条
と
同
様
の
、
限
定
さ
れ
た
目
的
し
か
持
っ
て
は
い
な
い
。

紹
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こ
れ
ら
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
て
当
事
者
の
所
属
を
基
準
と
為

し
、
「
其
国
ノ
規
則
二
従
ヒ
其
老
ノ
属
ス
ル
地
方
の
法
律
」
と
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
誤
解
を
産
む
余
地
を
な
く
す

意
味
で
も
、
こ
の
方
が
よ
り
妥
当
で
は
な
か
っ
た
か
。
お
そ
ら

く
は
、
属
人
的
な
法
律
の
低
触
に
関
す
る
別
個
の
規
定
、
つ
ま

り
新
規
定
の
第
＝
二
条
、
こ
れ
と
の
整
合
性
を
優
先
し
て
、
採

ら
れ
た
表
記
方
法
で
あ
っ
た
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
趣
旨
に

お
い
て
は
旧
規
定
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
前
述
の
よ
う
に

”
本
国
の
規
則
に
依
り
所
属
地
方
法
と
し
て
指
定
さ
れ
る
法
律
”

と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ
う
云
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
2
7
）
　
「
扶
養
義
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
」
（
昭
和
六
一
年
条

約
第
三
号
）
の
第
一
六
条
で
も
同
様
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
…
当

該
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
規
則
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る
法

制
を
適
用
す
る
：
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
「
規
則

　
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る
法
制
」
は
、
規
則
に
依
っ
て
所
属
地
方

法
、
常
居
所
地
法
、
あ
る
い
は
属
人
法
と
し
て
指
定
さ
れ
る
法

制
の
意
に
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
条
と

遣
言
の
方
式
の
準
拠
法
に
関
す
る
法
律
の
第
六
条
と
が
同
趣
旨

と
す
る
、
先
に
引
用
の
大
内
見
解
は
、
少
な
く
と
も
”
本
国
法
〃

に
関
す
る
限
り
、
全
て
の
点
で
妥
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
参
照

　
　
本
稿
．
註
（
二
一
）
。
条
約
の
仏
語
原
文
は
、
次
の
通
り
で
あ

　
　
る
。

　
　
　
、
、
9
5
－
9
ら
．
冒
卑
g
o
巨
8
昌
印
芦
雪
冒
印
叶
后
8

　
　
o
．
o
；
胴
き
o
易
彗
昌
昌
邑
・
o
9
宗
貢
昌
旦
邑
雪
易

　
　
ω
湯
箒
昌
窃
亭
亭
o
岸
o
．
嵩
旦
－
s
饒
昌
8
目
岸
o
ユ
”
－
①
昌
肩
『
－

　
　
ω
o
昌
①
＝
①
ま
岸
黒
冨
肩
げ
o
彗
8
易
巳
Φ
冨
巨
昌
・
・
…
・
』
く
與

　
　
＝
2
o
．
遣
昌
o
亮
二
①
毫
ω
融
昌
①
急
ω
一
管
Φ
寒
＝
8
『
紺
－
鶉
昌

　
　
く
耐
亮
膏
ま
易
o
g
卑
失
、
．

　
で
は
、
比
較
的
多
く
の
論
老
の
云
う
よ
う
に
、
そ
の
国
の
規

　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

則
に
従
い
属
人
法
に
指
定
さ
れ
る
法
律
と
解
す
る
こ
と
は
、
如

何
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
可
能
性
を
全

く
排
除
し
て
し
ゴ
う
こ
と
は
必
ず
し
も
実
際
的
で
な
い
と
、
思

わ
れ
る
。
先
ず
第
一
に
、
”
属
人
法
”
の
決
定
規
準
に
関
す
る
一

般
的
か
つ
直
接
的
な
規
定
を
持
つ
法
制
が
存
在
す
る
。
ス
ペ
イ

ン
民
法
（
一
九
七
四
年
）
第
一
四
条
第
一
項
や
同
第
ニ
ハ
条
第

一
項
第
一
号
は
、
そ
の
一
例
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
国
内
関
係
に

つ
い
て
、
民
籍
（
5
＜
巨
邑
邑
9
邑
）
を
規
準
に
、
文
字
通
り

の
属
人
法
（
5
－
2
肩
易
o
量
－
）
の
如
何
を
一
般
的
に
定
め
て

＾
2
8
）

い
る
。
次
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
問
題
を
逆
か
ら
観
て
、
そ
の

適
用
対
象
事
項
の
方
か
ら
捉
え
、
一
定
の
範
囲
の
事
項
に
適
用

鎚
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さ
れ
る
べ
き
法
律
の
決
定
規
準
を
規
定
す
る
国
法
の
在
り
得
る

　
　
　
＾
四
）

こ
と
で
あ
る
。

　
既
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
の
場
合
を
例
に
採
っ
て
み
よ
う
。
同
国
一
九
七
九
年
の

準
国
際
私
法
は
、
そ
の
名
の
示
す
通
り
、
人
の
身
分
・
婚
姻
．

親
子
関
係
・
養
子
縁
組
・
後
見
そ
し
て
相
続
に
関
す
る
準
拠
法

と
管
轄
を
定
め
て
い
た
（
第
一
条
）
。
そ
し
て
同
法
の
第
三
条

は
、
他
の
国
の
法
律
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
共
和
国
．
自
治
州

連
邦
の
市
民
に
つ
き
同
連
邦
の
法
律
に
依
る
べ
き
こ
と
を
定
め

て
い
る
場
合
、
「
適
用
す
べ
き
違
邦
の
法
律
は
、
そ
の
老
が
住
所

を
持
つ
共
和
国
ま
た
は
自
治
州
の
法
律
と
す
る
…
」
と
規
定
す

る
。
こ
れ
は
、
同
連
邦
の
国
民
に
関
し
て
、
同
連
邦
内
で
の

”
従
う
べ
き
法
律
（
従
属
法
）
。
を
定
め
た
一
般
的
な
規
定
と
解

さ
れ
よ
う
。
厳
密
に
は
”
所
属
地
方
法
”
に
関
す
る
直
接
的
な

定
め
と
ば
言
い
難
い
。
け
れ
ど
も
”
属
人
法
”
の
特
定
規
準
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

関
す
る
一
般
的
規
定
と
観
る
余
地
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
準
国
際
私
法
（
一
九
二
六
年
）
も
、

同
様
の
問
題
を
考
え
さ
せ
る
。
同
法
の
第
一
条
は
「
ポ
ー
ラ
ン

ド
国
民
の
人
的
能
力
は
、
そ
の
住
所
地
法
に
依
る
」
と
規
定
す

る
。
第
二
条
に
は
「
人
的
能
力
・
親
族
関
係
お
よ
ぴ
相
続
に
関
．

し
て
は
、
住
所
の
変
更
が
適
用
す
べ
き
法
律
の
変
更
を
も
た
ら

す
の
は
、
一
ケ
年
を
経
た
後
と
す
る
」
と
の
規
定
が
あ
る
。
こ

れ
ら
二
つ
の
規
定
を
合
わ
せ
み
れ
ぱ
、
人
的
能
力
．
親
族
．
相

続
に
つ
い
て
は
住
所
を
規
準
と
し
て
準
拠
法
を
選
定
す
る
こ
と

を
原
則
と
す
る
二
と
が
、
明
ら
か
と
な
る
。
厳
密
な
意
味
で
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
が
”
所
属
地
法
”
の
如
何
を
定
め
て
い
る
訳
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
婚
姻
の
成
立
要
件
に
関
す
る
同
法

第
二
二
条
第
一
項
の
明
文
の
規
定
を
見
る
と
、
”
人
が
人
的
に

従
う
法
律
〃
が
何
で
あ
る
か
は
、
先
に
引
用
し
た
第
一
条
お
よ

び
第
二
条
が
定
め
て
い
る
と
、
考
え
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
れ
ら
を
根
拠
と
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
の
中
に
”
属
人
法
”

の
観
念
を
導
入
し
、
そ
の
決
定
規
準
は
住
所
で
あ
る
と
観
念
す

　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

る
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
第
三
の
可
能
性
が
あ
る
。
一
般
的
あ
る
い
は
包
括

的
な
規
定
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
我
が
法
例
の
観
点
か
ら
は
、

属
人
法
の
適
用
対
象
と
さ
れ
得
る
事
項
に
つ
き
個
別
的
な
抵
触

規
定
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
総
合
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
一
般
的

な
属
人
法
に
関
す
る
決
定
規
準
を
、
帰
納
的
に
「
其
国
ノ
規
則
」

幽
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と
し
て
構
成
で
き
そ
う
な
場
合
で
あ
る
。
旧
ソ
連
邦
が
、
そ
の

一
例
を
提
供
し
よ
う
。
同
国
の
連
邦
法
で
あ
る
「
民
事
立
法
の

基
本
原
則
（
一
九
六
二
年
）
」
第
一
八
条
第
五
項
が
、
ソ
連
邦
内

の
法
律
の
低
触
の
解
決
に
関
し
「
相
続
関
係
に
つ
い
て
は
、
相

続
開
始
地
の
法
律
を
適
用
す
る
」
と
い
う
。
”
属
人
法
〃
の
特

定
規
準
を
定
め
た
一
般
的
な
規
定
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
同
第
一
二
七
条
第
一
項
は
、
国
際
的
事
案
に
つ

き
「
相
続
関
係
は
、
被
相
続
人
の
最
後
の
住
所
地
国
の
法
律
に

依
る
」
と
す
る
。
そ
の
第
二
項
は
遺
言
に
関
し
、
作
成
あ
る
い

は
取
消
当
時
の
違
言
老
の
住
所
地
が
規
準
に
な
る
こ
と
を
、
定

め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
共
和
国
民
法
に
「
相
続
関
係
は
、

被
相
続
人
が
最
後
の
定
住
所
を
有
し
て
い
た
国
の
法
律
に
依

る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
判
明
す
る
。
（
同
第
五
六
七

条
第
一
項
）
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
下
で
、
ソ
連
国
民
の
相
続

あ
る
い
は
遺
言
が
問
題
と
な
れ
ぱ
、
”
属
人
法
〃
の
観
念
を
適
用

し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
諸
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
決
定
規
準
を
住

所
地
と
す
る
不
文
の
「
規
則
」
を
構
成
す
る
こ
と
が
、
そ
の
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
拠
）

否
は
一
応
別
に
し
て
も
、
全
く
不
可
能
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
の
あ
り
得
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
第
二

八
条
第
三
項
の
「
指
定
セ
ラ
ル
ル
法
律
」
を
所
属
地
方
法
の
特

定
に
の
み
関
す
る
も
の
と
限
定
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
現
実

的
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
2
8
）
　
笠
原
俊
宏
・
ス
ベ
イ
ン
民
法
典
中
の
国
際
私
法
規
定
（
一

　
九
七
四
年
）
法
学
新
報
八
四
巻
七
・
八
・
九
号
二
二
五
頁
。
こ

　
の
よ
う
な
直
接
の
規
定
の
な
い
場
合
、
た
と
え
ぱ
、
米
国
の
国

　
民
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
修
正
第
一
四
条
第
一
項
第
一
文
を
根

　
拠
に
、
州
籍
ま
た
は
州
民
権
あ
る
い
は
居
住
地
な
ど
を
規
準
と

　
為
し
得
る
か
。
必
ず
し
も
容
易
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
参
照
桑

　
田
三
郎
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
七
五
号
八
三
頁
。

（
2
9
）
　
こ
う
し
た
方
法
に
つ
い
て
、
参
照
　
「
難
民
の
地
位
に
関

　
す
る
条
約
」
（
昭
和
五
六
年
条
約
第
二
一
号
）
第
二
一
条
第
一

　
項
。
こ
の
場
合
、
問
題
は
、
属
人
法
の
適
用
対
象
に
つ
い
て
、

　
各
国
法
制
の
間
に
共
通
点
を
見
付
け
だ
す
こ
と
は
容
易
で
は
な

　
い
と
い
う
、
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
　
県
竃
．
＜
胃
三
－
血
q
ご
8
（
＆
．
）
一
z
算
ざ
昌
彗
蒜
g
g
黒
暮

　
潟
蜴
o
昌
色
（
－
竃
ト
）
一
M
嵩
一
M
墨
－
豊
（
向
．
o
；
彗
雪

　
（
O
凹
目
印
O
顯
）
）
二
σ
－
O
－
N
｛
9
N
｛
①
－
壮
↓
（
；
．
宍
｛
＝
ω
H
一
〕
く
（
∈
－
宍
．
）
）
．

（
3
0
）
．
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
準
国
際
私
法
に
つ
い
て
、
ネ
ミ

　
Z
・
－
－
1
丙
一
（
－
㊤
o
o
o
）
　
H
N
－
い
↓
o
肉
I
O
．
U
l
－
勺
．
（
H
㊤
o
o
－
）
　
ω
①
o
o
．

（
3
1
）
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
「
州
際
私
法
関
係
に
適
用
す
べ
き
法
律
に
関

す
る
法
律
（
一
九
二
六
年
）
」
の
訳
文
は
、
久
保
岩
太
郎
『
国
際

拓
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私
法
概
論
』
（
昭
和
二
五
年
）
付
録
（
四
）
五
一
頁
。
な
お
他
に

参
照
　
メ
キ
シ
コ
・
（
連
邦
）
民
法
（
一
九
三
三
年
）
第
一
二

条
（
身
分
・
能
力
に
は
住
所
が
規
準
と
な
る
）
。

（
3
2
）
　
三
井
哲
夫
・
判
例
時
報
一
二
九
一
号
一
九
九
・
二
〇
四
頁
。

東
京
地
裁
・
昭
和
六
三
年
四
月
二
五
日
判
決
（
判
例
時
報
二
「

　
七
四
号
三
〇
頁
）
は
、
こ
う
し
た
帰
納
を
困
難
で
あ
る
と
す
る
。

　
よ
り
根
本
的
に
は
、
「
基
本
原
則
」
の
第
一
八
条
第
五
項
が
属
人

　
的
な
発
想
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
属
物
的
に
財
産

　
の
所
在
地
の
如
何
を
基
礎
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、

　
疑
問
も
あ
る
。

　
徴
妙
な
問
題
が
、
い
ま
一
つ
残
っ
て
い
る
。
「
其
国
ノ
規
則
」

は
低
触
規
定
で
は
な
い
、
と
す
る
通
説
的
な
見
解
に
関
し
て
で

あ
る
。
こ
の
見
解
が
最
も
説
得
的
な
の
は
、
次
の
よ
う
な
場
合

で
あ
る
。
本
国
の
低
触
「
規
則
」
に
依
れ
ば
、
住
所
や
居
。
所
が

規
準
と
さ
れ
ず
、
行
為
地
あ
る
い
は
物
の
所
在
地
が
規
準
と
な

っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
相
続
あ
る
い
は
財
産
関
係
の
能
力
な

ど
に
つ
い
て
起
こ
り
易
い
。
い
わ
ぱ
属
人
的
に
問
題
を
処
理
し

よ
う
と
し
た
我
が
法
例
の
趣
旨
と
、
同
一
の
問
題
を
属
物
的
に

あ
る
い
は
属
地
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
本
国
の
準
国
際
私
法

と
の
、
原
理
的
な
低
触
が
原
因
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に

も
、
我
が
法
例
に
依
る
準
拠
法
選
定
原
理
を
貫
徹
し
よ
う
と
す

る
と
、
原
理
的
に
異
な
る
「
基
国
ノ
規
則
」
に
従
う
こ
と
は
当

初
の
我
が
法
例
の
本
国
法
指
定
の
趣
旨
に
反
す
る
、
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
で
は
、
両
者
の
間
に
原
理
的
な
低
触
が
な
い
場
合
に
は
如
何

に
す
べ
き
か
。
例
え
ぱ
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
市
民
の
相

続
が
問
題
と
な
り
、
こ
の
連
邦
の
法
律
を
適
用
す
べ
き
場
合
を

考
え
て
み
る
。
通
説
に
よ
れ
ぱ
前
記
引
用
の
第
三
条
に
基
づ
き

”
所
属
地
方
法
”
あ
る
い
は
”
属
人
法
。
の
特
定
規
準
を
住
所
と

捉
え
、
こ
れ
を
根
拠
に
当
事
老
が
住
所
を
持
つ
共
和
国
あ
る
い

は
自
治
州
の
法
律
を
〃
本
国
法
〃
と
し
て
適
用
す
る
こ
と
に
な

ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
同
法
第
三
四
条
に
は
「
（
本
邦
）
市
民
の
死

亡
に
依
る
財
産
の
承
継
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
律
は
、
そ
の
老

が
住
所
を
持
つ
共
和
国
あ
る
い
は
自
治
州
の
法
律
と
す
る
…
」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
第
三
四
条
は
、
低
触

規
定
で
あ
る
が
故
に
、
少
な
く
と
も
直
接
的
に
は
適
用
さ
れ
る

余
地
が
な
く
、
本
国
法
特
定
に
つ
い
て
基
準
と
な
る
こ
と
は
な

い
。
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
相
続
の
場
合
に
は
、
前
記
引
用
の
一
九
二
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六
年
法
第
一
条
．
第
二
条
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
た
「
其
国
ノ

（
不
文
の
）
規
則
」
に
基
づ
き
、
被
相
続
人
の
”
所
属
地
方
法
”

あ
る
い
は
”
属
人
法
”
を
住
所
の
規
準
を
以
て
特
定
し
、
そ
れ

は
被
相
続
人
の
”
本
国
法
〃
と
し
て
適
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
同
法
に
も
「
相
続
事
件
は
被
相
続
人
が
死
亡
当
時

そ
の
身
分
に
関
し
て
従
っ
て
い
た
法
律
に
依
る
」
と
す
る
規
定

が
あ
る
（
同
第
二
七
条
第
一
項
）
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
法
の

場
合
と
同
様
に
、
こ
の
規
定
は
直
接
的
な
根
拠
と
な
る
こ
と
は

な
い
。

　
旧
ソ
連
の
国
民
の
相
続
に
関
し
て
も
、
先
ず
、
「
民
事
立
法
の

基
本
原
則
」
の
第
一
八
条
第
五
項
・
第
＝
一
七
条
な
ら
び
に
ロ

シ
ア
共
和
国
民
法
第
五
六
七
条
第
一
項
を
（
直
接
の
基
準
と
す

る
の
で
は
な
く
）
総
合
的
に
類
推
す
る
こ
と
に
依
り
、
被
相
続

人
の
最
後
の
住
所
地
を
規
準
と
す
る
不
文
の
「
其
国
ノ
規
則
」

を
構
成
し
て
”
本
国
法
。
を
特
定
し
、
そ
れ
を
当
該
相
続
の
準

拠
法
と
す
る
。
右
の
第
一
八
条
第
五
項
を
本
国
法
ひ
い
て
我
が

国
で
処
理
す
べ
き
相
続
準
拠
法
の
直
接
的
な
特
定
準
則
と
す
る

こ
と
は
、
間
違
い
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
例
は
、
「
其
国
」
に
”
所
属
地
方
法
”
ま
た
は
”
属
人

法
”
の
特
定
規
準
に
関
す
る
直
接
的
な
基
準
は
な
い
が
、
準
国

際
私
法
の
低
触
規
定
の
在
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
そ
し
て

「
其
国
ノ
」
低
触
「
規
則
」
に
依
り
「
指
定
セ
ラ
ル
ル
法
律
」
に

従
っ
た
と
し
て
王
当
初
の
我
が
法
例
に
依
る
本
国
法
指
定
の

趣
旨
に
薯
し
く
反
す
る
こ
と
も
な
く
、
か
つ
実
質
的
に
は
結
論

も
異
な
ら
な
い
場
合
で
あ
っ
た
。

　
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
原
理
的
に
は
、
人
の
所
属
地
方
法

あ
る
い
は
属
人
法
の
特
定
と
、
特
定
の
事
柄
に
関
す
る
準
拠
法

の
選
定
と
は
別
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
り
に
後
者
に
関

す
る
明
文
の
規
定
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
前
老
に
は
直
接
的
な

規
則
の
な
い
と
き
は
、
属
人
法
ま
た
は
所
属
地
方
法
の
決
定
基

準
と
な
る
不
文
の
「
規
則
」
を
、
敢
え
て
「
其
国
ノ
」
も
の
と

し
て
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
直
接
的
な
規
定
の
な

い
こ
と
だ
け
を
直
ち
に
「
其
規
則
ナ
キ
ト
キ
」
に
該
当
す
る
と

す
る
も
の
は
、
妥
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
結
果

と
し
て
、
明
文
の
抵
触
規
定
は
無
視
さ
れ
た
形
と
な
ら
ざ
る
を

え
な
い
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
当
該
の
実
定
法
体

系
に
は
親
し
ま
な
い
概
念
－
例
え
ぱ
”
属
人
法
〃
な
ど
－

を
導
入
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
こ
と
が
当
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該
国
の
法
律
を
適
正
に
解
釈
・
適
用
し
た
こ
と
に
な
り
得
る
か
、

こ
れ
は
大
い
に
疑
問
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
は
、
”
所
属
地
方

法
”
の
概
念
に
依
る
こ
と
の
方
が
問
題
は
よ
り
少
な
い
か
、
と

も
考
え
ら
る
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
総
合
し
て
、
冒
頭
に
掲
げ

た
間
題
に
対
す
る
解
答
を
与
え
る
と
す
れ
ぱ
、
そ
の
骨
子
は
お

お
よ
そ
次
の
如
く
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
（
一
）
現
行
法
例
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

八
条
第
三
項
に
い
わ
ゆ
る
「
指
定
セ
ラ
ル
ル
法
律
」
と
は
「
本

国
法
二
当
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
指
定
セ
ラ
ル
ル
法
律
」
、
よ
り
詳
し

く
は
「
国
内
関
係
二
於
テ
本
国
法
二
当
タ
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
適
用

サ
ル
ベ
ク
指
定
セ
ラ
ル
ル
法
律
」
の
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え

　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

れ
ば
、
「
其
老
ガ
従
フ
ベ
キ
モ
ノ
ト
と
ア
指
定
セ
ラ
ル
ル
法
律
」

（
個
人
の
従
属
法
）
で
あ
る
。
（
二
）
こ
の
「
指
定
セ
ラ
ル
ル
法

律
」
は
、
旧
規
定
第
二
七
条
第
三
項
の
「
其
老
ノ
属
ス
ル
地
方

ノ
法
律
」
ま
た
は
”
属
人
法
”
と
、
同
じ
趣
旨
に
解
す
る
こ
と

を
妨
げ
な
い
。
（
三
）
し
か
し
、
我
が
国
の
伝
統
的
な
見
解
に
従

え
ぱ
、
こ
の
「
指
定
セ
ラ
ル
ル
法
律
」
を
本
国
の
準
国
際
私
法

に
依
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
個
別
具
体
的
な
問
題
に
適
用
さ
れ

る
べ
き
法
律
（
準
拠
法
）
と
解
す
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ぱ
特
定

の
事
柄
が
従
う
べ
き
も
の
と
し
て
指
定
さ
れ
る
法
律
と
考
え
る

こ
と
、
こ
れ
は
同
項
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
が
あ
る
。
（
四
）
け

れ
ど
も
、
我
が
法
例
上
の
本
国
法
指
定
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
銅
）

人
的
な
処
理
に
の
み
固
執
し
な
い
と
解
さ
れ
る
と
き
は
、
本
国

の
準
国
際
私
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
依
る
こ
と
も
、
少
な
ぐ
と

も
理
論
的
に
は
考
え
得
。
る
。
（
五
）
結
局
、
我
が
法
例
の
本
国
法

指
定
の
趣
旨
を
如
何
に
解
す
る
か
が
、
決
定
的
な
要
素
で
あ
る
。

（
六
）
結
論
的
に
は
、
新
規
定
二
八
条
三
項
の
規
範
内
容
は
旧
規

定
二
七
条
三
項
と
実
質
的
に
異
な
る
と
二
ろ
は
な
い
。

　
（
3
3
）
　
英
国
人
の
相
続
が
我
が
国
で
問
題
と
な
る
場
合
の
事
例
で
、

　
　
考
え
て
み
よ
う
。
遺
産
の
一
部
に
不
動
産
が
含
ま
れ
て
お
り
、

　
　
し
か
も
、
そ
れ
が
我
が
国
に
在
る
と
す
る
。
法
例
第
二
六
条

　
　
（
旧
規
定
で
は
第
二
五
条
）
に
従
え
ぱ
、
こ
の
よ
う
な
場
合
で
も

　
　
問
題
の
処
理
は
、
当
該
不
動
産
の
所
在
地
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、

　
　
被
相
続
人
の
本
国
法
つ
ま
り
英
国
法
に
依
っ
て
な
さ
る
べ
き
こ

　
　
と
と
な
る
。
我
が
法
例
が
、
渉
外
相
続
に
関
し
て
遺
産
の
動
．

　
　
不
動
を
問
わ
ず
、
問
題
を
統
一
的
に
人
的
に
捉
え
（
参
照
、
法

　
　
例
議
事
速
記
録
二
巻
一
四
一
頁
）
、
被
相
続
人
の
本
国
の
法
律

　
　
を
基
準
と
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ

　
　
が
英
国
で
は
、
問
題
が
む
し
ろ
財
産
的
つ
ま
り
物
的
に
捉
え
ら

　
　
れ
、
不
動
産
相
続
に
つ
い
て
は
所
在
地
法
が
基
準
と
な
る
。
二

紹
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こ
に
は
、
当
面
の
問
題
に
関
す
る
準
拠
法
の
選
定
と
い
う
点
を

巡
る
、
原
理
上
の
対
立
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、

我
が
国
に
は
法
例
第
三
二
条
（
旧
規
定
第
二
九
条
）
が
あ
り
、

そ
れ
に
依
る
と
、
少
な
く
と
も
当
該
不
動
産
の
準
拠
法
に
関
し

て
は
、
英
国
法
か
ら
日
本
法
へ
の
反
致
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
（
参
照
、
大
阪
高
決
・
昭
和
四
〇
年
一
一
月
三
〇
日
・
家

裁
月
報
一
八
巻
七
号
四
五
頁
、
な
ど
）
。
我
が
国
に
在
る
不
動

産
に
つ
い
て
も
、
我
が
法
例
は
人
的
に
、
本
国
法
に
依
っ
て
処

理
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
反
致
を
認
め
英
国
低
触
法
上
の
物

的
な
処
理
方
法
に
道
を
譲
っ
た
た
め
、
む
し
ろ
問
題
を
物
的
に

処
理
す
る
結
果
に
な
る
。
属
人
法
的
処
理
を
意
図
し
た
我
が
法

例
の
準
拠
法
指
定
の
趣
旨
は
貫
徹
さ
れ
ず
に
終
わ
る
の
で
あ
る
。

何
故
に
、
こ
の
よ
う
な
緒
果
と
な
っ
た
か
と
い
え
ぱ
、
反
致
を

認
め
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
反
致
を
認
め
る
と
い
う
こ
と

は
、
問
題
の
解
決
を
本
国
の
準
拠
法
選
定
原
理
に
委
ね
る
こ
と

に
他
な
ら
な
い
。
本
国
の
準
拠
法
選
定
原
理
に
問
題
の
解
決
を

委
ね
る
限
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
当
初
か
ら
い
わ
ば
予
定
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
は
、
あ
く
ま
で
も
反
致
に
関
す
る
論
議
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
、
本
国
法
が
不
統
一
の
場
合
に
、
本
国
法
と
し
て
適
用
す

べ
き
当
該
国
法
中
の
何
れ
か
の
地
域
の
法
律
を
特
定
す
る
た
め
、

そ
の
本
国
の
統
一
的
な
規
則
に
問
題
の
解
決
を
委
ね
る
と
き
に

も
、
右
に
類
す
る
こ
と
が
在
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、

我
が
国
の
準
拠
法
選
定
の
趣
旨
と
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
原
理

に
則
っ
た
法
律
の
選
定
・
決
定
が
為
さ
れ
る
余
地
が
在
る
…
…
。

本
文
で
指
摘
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
将
に
こ
の
こ
と
に
他
な
ら

な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
教
授
）
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